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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置本体に対して着脱可能な検知部材を備えたユニットと、前記ユニットの検知部材を
検知する検知センサと、を有する画像形成装置において、
　前記検知センサにより前記検知部材が検知される第１状態と、前記検知センサにより前
記検知部材が検知されない第２状態の両方の状態が確認され、その後、前記第１状態又は
前記第２状態が維持される、ということに基づき、前記ユニットは未使用状態であると判
断されるものであり、規制部材によって前記第１状態又は前記第２状態が維持されること
を禁止することが可能であり、
　前記第１状態から前記第２状態に変化し、更に前記第１状態に変化した場合、前記装置
本体は、前記ユニットが未使用状態であるときに設定される画像形成条件、に設定される
ことが禁止されることを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記第１状態又は前記第２状態が維持されない場合、前記装置本体は、前記ユニットが
使用状態であるときに設定される画像形成条件に、設定されることを特徴とする請求項１
記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記規制部材は、前記第２状態が維持されることを禁止することを特徴とする請求項１
又は請求項２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
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　前記ユニットは前記検知部材を備えた回転部材を有し、前記回転部材が回転することで
前記第１状態から前記第２状態に変化することを特徴とする請求項１乃至請求項３のいず
れか１項に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記規制部材は前記回転部材が回転軸方向に移動することを規制することを特徴とする
請求項４記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記ユニットは前記規制部材が取り付けられる取付部を有し、前記取付部には被覆部材
が設けられていることを特徴とする請求項１乃至請求項５のいずれか１項に記載の画像形
成装置。
【請求項７】
　トナー像を担持する像担持体を有し、前記ユニットは前記像担持体上のトナー像を記録
材に転写するためのベルトを有することを特徴とする請求項１乃至請求項６のいずれか１
項に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　前記ベルトは中間転写ベルトであることを特徴とする請求項７に記載の画像形成装置。
【請求項９】
　装置本体に対して着脱可能な検知部材を備えたユニットと、前記ユニットの検知部材を
検知する検知センサと、を有する画像形成装置において、
　前記検知センサにより前記検知部材が検知される第１状態と、前記検知センサにより前
記検知部材が検知されない第２状態の両方の状態が確認され、その後、前記第１状態又は
前記第２状態が維持される、ということに基づき、前記ユニットは未使用状態であると判
断されるものであり、規制部材によって前記第１状態又は前記第２状態が維持されること
を禁止することが可能であり、
　前記ユニットは前記検知部材を備えた回転部材を有し、前記回転部材が回転することで
前記第１状態から前記第２状態、または、前記第２の状態から前記第１の状態に変化する
ことが可能であり、前記規制部材は前記回転部材が回転軸方向に移動することを規制する
ことを特徴とする画像形成装置。
【請求項１０】
　装置本体と、トナー像を担持する像担持体と、前記像担持体上のトナー像を記録材に転
写するためのベルトと検知部材を備え前記装置本体に対して着脱可能なユニットと、前記
ユニットの前記検知部材を検知する検知センサと、を有する画像形成装置において、
　前記検知センサにより前記検知部材が検知される第１状態と、前記検知センサにより前
記検知部材が検知されない第２状態の両方の状態が確認され、その後、前記第１状態又は
前記第２状態が維持される、ということに基づき、前記ユニットは未使用状態であると判
断されるものであり、
　前記ベルトは前記像担持体に接離可能であり、前記ベルトの接離動作に連動して前記検
知部材は連動することが可能であり、前記検知センサにより前記第１状態と前記第２状態
の両方が確認された後のタイミングで、前記ベルトの接離動作に対する前記検知部材の連
動が解除されることで前記第１状態又は前記第２状態が維持されることを特徴とする画像
形成装置。
【請求項１１】
　前記ユニットは、前記像担持体に前記ベルトを介して対向し移動することで前記ベルト
を前記像担持体に対して当接離間部材を備え、
　前記当接離間部材を移動させるために駆動力を伝達するためのギアを備え、前記検知部
材は前記ギアの回転方向と同方向に回転可能であり、前記ギアの回転に連動することを特
徴とする請求項１０に記載の画像形成装置。
【請求項１２】
　前記検知部材は、前記ギアが回転を開始してから一回転する前に、前記ギアに対する連
動が解除されることを特徴とする請求項１１に記載の画像形成装置。
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【請求項１３】
　前記検知部材は、前記ギアの回転軸方向に移動可能であることを特徴とする請求項１１
乃至請求項１２のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項１４】
　前記検知部材は、前記ギアと接触した状態で回転を開始し前記ギアが回転を開始してか
ら一回転する前に、前記ギアに対して前記回転軸方向に移動することで前記ギアに対する
連動が解除されることを特徴とする請求項１３に記載の画像形成装置。
【請求項１５】
　前記ベルトは記録材に転写するためのトナー像が前記像担持体から一次転写される中間
転写ベルトであることを特徴とする請求項１４に記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はプリンタ，複写機，ファクシミリなど，電子写真方式を利用した画像形成装置
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、電子写真方式を用いた画像形成装置において、感光ドラム及びドラム周りのクリ
ーナや現像器等をいわゆるプロセスカートリッジとしてユニット化し、このユニットごと
画像形成装置本体に対して交換可能にしたものがある。
【０００３】
　また、プロセスカーリッジと同様に、像担持体（感光ドラム、中間転写ベルト等）上に
形成されたトナー像を転写材へ転写させる転写ローラやベルト部材、張架ローラなどで構
成される転写ベルトユニットに関しても、消耗品である。このため、これらの寿命が尽き
たときに交換する必要がある。
【０００４】
　ユーザに対しユニットの交換が必要であることを知らせるために、画像形成装置はベル
ト部材や張架ローラの回転数を数えるカウンタを有する。そして、カウンタの値（使用履
歴）が所定値に達すると、画像形成装置は、対応するユニットの交換が必要であることを
示す警告を表示部などに表示する。この警告を受け、ユーザは、適切な時期にユニットを
交換することができる。
【０００５】
　旧ユニットが新しいユニットに交換されると、旧転写ベルトユニットの過去の使用履歴
をリセットして、新しい転写ベルトユニットに合わせて印加する転写電圧などを変更する
必要がある。このとき、ユーザやサービスマンが操作部から使用履歴をリセットするが、
その作業自体を忘れてしまったりして、適切なリセット行為が行われない可能性がある。
それゆえ、リセット行為を確実なものとするために、ユニットの新旧を検知する必要があ
る。
【０００６】
　また、従来の画像形成装置においては、プロセスカートリッジに設けたヒューズによっ
て新旧を判断する方法が提案されている（特許文献１参照）。この方法では、装置本体に
装着されたプロセスカートリッジのヒューズの導通状態を検出してプロセスカートリッジ
の新旧を判断し、新品と判断した場合には所定の初期化処理を行ってヒューズを切断する
というものである。
【０００７】
【特許文献１】特開平６－１１８７３６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、上記のように、ユニットの新品と判断した場合には所定の初期化処理を



(4) JP 5305726 B2 2013.10.2

10

20

30

40

50

行ってヒューズを切断するような処理をおこなった場合に、以下のような問題が生ずる。
【０００９】
　例えば、 画像形成装置の不具合が生じた場合に、その問題の原因が画像形成装置本体
にあるのか、または転写ベルトユニットにあるのかを切り分ける必要がある。このために
、修理・調査を依頼されたサービスマンが、不具合要因の切り分けを目的とし、新品の転
写ベルトユニットを問題の発生している画像形成装置本体に装着して動作を確認すること
がある。
【００１０】
　この場合、新品の転写ベルトユニットを装置に入れると画像形成装置は新品の転写ベル
トユニットであることを検知して、画像形成装置本体内に記憶された転写ベルトユニット
の初期化動作を行う。そして、新品の転写ベルトユニットに最適な状態に機械内部のパラ
メータを調整するとともに、転写ベルトユニットのヒューズを切断する。その後、画像を
出力して動作確認を行った結果、旧転写ベルトユニットが原因であった場合には、そのま
ま新品転写ベルトユニットに置き換えて使用すれば良い。
【００１１】
　しかし、逆に画像形成装置本体側に原因があった場合、上記初期化動作により、旧転写
ベルトユニットの使用履歴が消失してしまう。つまり、調査の結果、異常の無かった旧転
写ベルトユニットを再度装置に戻して使用しようとしても、最適なパラメータ状態で使用
することができない。
【００１２】
　また、トラブルシューティングに使用した転写ベルトユニットも、不具合原因調査を目
的で一時的に使用しただけにも関わらず、転写ベルトユニットのヒューズは装着した時点
で既に切断されている。この場合、ヒューズの交換無しには、それ以降、新品とは認識さ
れないため、無駄が多い。
【００１３】
　そして、前記転写ベルトユニットにヒューズ部材を具備する構成においては、転写ベル
トユニットと装置本体間で電気接点部が不可欠なものとなり、安定した導通性を確保する
ために構成が複雑化してしまう。このため、部品点数が増えることでコストダウンの障壁
にもなっていた。
【００１４】
　本発明は上記課題に鑑みてなされたものであり、その目的は、簡単な構成で交換可能な
ベルトユニットの遷移を検知可能な画像形成装置を提供するものである。
【００１５】
　また、本発明の他の目的は、簡単な構成で交換可能なベルトユニットの新品検知が可能
な画像形成装置を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　上記目的を達成するため、本発明の画像形成装置は、装置本体に対して着脱可能な検知
部材を備えたユニットと、前記ユニットの検知部材を検知する検知センサと、を有する画
像形成装置において、前記検知センサにより前記検知部材が検知される第１状態と、前記
検知センサにより前記検知部材が検知されない第２状態の両方の状態が確認され、その後
、前記第１状態又は前記第２状態が維持される、ということに基づき、前記ユニットは未
使用状態であると判断されるものであり、規制部材によって前記第１状態又は前記第２状
態が維持されることを禁止することが可能であり、前記第１状態から前記第２状態に変化
し、更に前記第１状態に変化した場合、前記装置本体は、前記ユニットが未使用状態であ
るときに設定される画像形成条件、に設定されることが禁止されることを特徴とする。
　本発明の他の画像形成装置は、装置本体に対して着脱可能な検知部材を備えたユニット
と、前記ユニットの検知部材を検知する検知センサと、を有する画像形成装置において、
前記検知センサにより前記検知部材が検知される第１状態と、前記検知センサにより前記
検知部材が検知されない第２状態の両方の状態が確認され、その後、前記第１状態又は前
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記第２状態が維持される、ということに基づき、前記ユニットは未使用状態であると判断
されるものであり、規制部材によって前記第１状態又は前記第２状態が維持されることを
禁止することが可能であり、前記ユニットは前記検知部材を備えた回転部材を有し、前記
回転部材が回転することで前記第１状態から前記第２状態、または、前記第２の状態から
前記第１の状態に変化することが可能であり、前記規制部材は前記回転部材が回転軸方向
に移動することを規制することを特徴とする。
　本発明の他の画像形成装置は、装置本体と、トナー像を担持する像担持体と、前記像担
持体上のトナー像を記録材に転写するためのベルトと検知部材を備え前記装置本体に対し
て着脱可能なユニットと、前記ユニットの前記検知部材を検知する検知センサと、を有す
る画像形成装置において、前記検知センサにより前記検知部材が検知される第１状態と、
前記検知センサにより前記検知部材が検知されない第２状態の両方の状態が確認され、そ
の後、前記第１状態又は前記第２状態が維持される、ということに基づき、前記ユニット
は未使用状態であると判断されるものであり、前記ベルトは前記像担持体に接離可能であ
り、前記ベルトの接離動作に連動して前記検知部材は連動することが可能であり、前記検
知センサにより前記第１状態と前記第２状態の両方が確認された後のタイミングで、前記
ベルトの接離動作に対する前記検知部材の連動が解除されることで前記第１状態又は前記
第２状態が維持されることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明にあっては、検知部材の移動を検知センサで検知することにより、複雑なシーケ
ンスを用いることなくユニットの遷移を検知し、ユニットの新品検知を実現することがで
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　次に本発明の一実施形態に係る画像形成装置について、図面を参照して具体的に説明す
る。
【００１９】
　〔第１実施形態〕
　[画像形成装置の全体構成]
　図１に示すカラーの画像形成装置は、画像形成装置本体100に対して着脱自在なプロセ
スカートリッジ７（７ａ，７ｂ，７ｃ，７ｄ）を備えている。
【００２０】
　前記各プロセスカートリッジは、順にイエロー、マゼンタ、シアン、ブラックの各色画
像を形成するためのものであり、トナーの色が異なる以外は同じ構成である。そこで、図
１に示した符号ａ，ｂ，ｃ，ｄはそれぞれ、イエロー、マゼンタ、シアン、ブラックの各
画像形成部に対応した部材を示すが、以下の説明では、特に色を区別する必要がない場合
には、符号ａ，ｂ，ｃ，ｄは省略する。
【００２１】
　各プロセスカートリッジ７は、ドラムユニット４と、現像ユニット５によって構成され
ている。このうちドラムユニット４は、それぞれ像担持体である感光ドラム１と、帯電ロ
ーラ２と、ドラムクリーニングブレード８と、廃トナー容器とを有している。また現像ユ
ニット５は、現像ローラ50と、現像剤塗布ローラ51を有している。
【００２２】
　プロセスカートリッジ７の下方にはスキャナユニット３が配置され、画像信号に基づく
露光を各感光ドラム１に対して行う。
【００２３】
　各感光ドラム１は、帯電ローラ２によって所定の負極性の電位に帯電された後、スキャ
ナユニット３によってそれぞれ静電潜像が形成される。この静電潜像は現像ユニット５に
よって反転現像されて負極性のトナーが付着され、それぞれイエロー、マゼンタ、シアン
、ブラックのトナー像が形成される。
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【００２４】
　中間転写ベルト（中間転写体）をユニット化した転写ベルトユニット120は、エンドレ
スのベルト部材である中間転写ベルト12ｅが駆動ローラ12ｆ、二次転写対向ローラ12ｇ、
テンションローラ12ｈに張架されている。そして、テンションローラ12ｈが矢印Ｂ方向に
付勢されて中間転写ベルト12ｅに張力をかけている。また、各感光ドラム１に対向して、
中間転写ベルト12ｅの内側に一次転写ローラ12が配設されており、不図示のバイアス印加
手段により転写バイアスを印加する構成となっている。
【００２５】
　画像形成に際しては各感光ドラム１が回転し、中間転写ベルト12ｅが矢印Ａ方向に回転
する。そして、感光ドラム１に形成されたトナー像が一次転写ローラ12への正極性のバイ
アス印加により順次中間転写ベルト12ｅへ転写され、４色のトナー像が重なった状態で二
次転写部15まで搬送される。
【００２６】
　シート給送装置13は、転写材Ｐを収納する給送カセット11内から転写材Ｐを給送する給
送ローラ９と、給送された転写材Ｐを搬送する搬送ローラ10とを有している。そして、シ
ート給送装置13から搬送された転写材Ｐはレジストローラ対17によって二次転写部15に搬
送される。
【００２７】
　二次転写部15において、二次転写ローラ16に正極性のバイアスを印加することにより、
搬送された転写材Ｐに、中間転写ベルト12ｅ上の４色のトナー像を二次転写する。
【００２８】
　トナー像転写後の転写材Ｐは、定着装置14に搬送され、定着ローラ141と加圧ローラ142
とによって加熱、加圧されて表面にトナー像が定着される。定着された転写材Ｐは排出ロ
ーラ対20によって排出トレイ21に排出される。
【００２９】
　一方、トナー像転写後に、感光ドラム１表面に残ったトナーは、クリーニングブレード
８によって除去される。また、転写材Ｐへの二次転写後に中間転写ベルト12ｅ上に残った
トナーは、中間転写ベルトクリーニング装置22によって除去され、除去されたトナーは、
不図示の廃トナー搬送路（図中破線矢印）を通過し、廃トナー回収容器23へと回収される
。
【００３０】
　［中間転写ベルト当接、離間機構］
　次に本実施形態に係る画像形成装置の中間転写ベルトの当接、離間機構について図２乃
至図８を参照して説明する。なお、図に示す符号Ｒ，Ｌは中間転写ベルトの幅方向の右側
、左側に対応した部材を示すが、特に左右を区別する必要がない場合には、符号Ｒ，Ｌは
省略する。
【００３１】
　本実施形態のカラー画像形成装置には、中間転写ベルト12ｅがプロセスカートリッジ７
の感光ドラム１と当接及び離間動作が可能な構成となっている。これにより、記録に際し
ては以下の３つのモードを選択し得るようになっている。第１モードは、全ての感光ドラ
ム１に中間転写ベルト12ｅに当接させ、複数色を重ね合わせて多色記録を行うカラーモー
ド（全当接モード）である。第２モードは、１個の感光ドラムのみに中間転写ベルト12ｅ
を当接させ、単色のみで記録を行うモノカラーモードである。そして、第３モードは、全
ての感光ドラム１から中間転写ベルト12ｅを離間させる全色離間モードである。
【００３２】
　図２は、転写ベルトユニット120の概要構成を示す斜視図及びこれに対応する感光ドラ
ム１を示すものである。この転写ベルトユニット120は、装置本体に対して着脱可能であ
って、使用により旧品となったとき、新品と交換可能となっている。
【００３３】
　駆動ローラ12ｆ、従動ローラ12ｇ、テンションローラ12ｈの３本の張架ローラから構成
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される空間に、中間転写ベルト12ｅ及び４個の一次転写ローラ12ａ，12ｂ，12ｃ，12ｄを
感光ドラム１に対して当接及び離間する機構が配置されている。
【００３４】
　画像形成装置本体100から転写ベルトユニット120へは、不図示の駆動出力部より、カッ
プリング98を介して駆動伝達される（図２の直線の実線矢印）。カップリング98の同軸上
には、第１離間ギア95がカップリングと係合されている。そして、３つのアイドラギアで
ある第２離間ギア96ａ，96ｂ，96ｃを介し、第３離間ギア97にギア接続されている。第３
離間ギア97の同軸上には、離間軸93及びその両側に離間カム94ａ，94ｂが固定されている
。
【００３５】
　第１離間ギア95の歯数は17、第３離間ギア97の歯数はその３倍（自然数倍）の51として
いる。そして、カップリング98の駆動上流にある不図示の欠歯ギアとソレノイドにより、
ソレノイドのオン・オフ１回ごとに、カップリング98の１回転制御と、第３離間ギア97の
１/３回転制御を実現している。
【００３６】
　カップリング98及び第３離間ギア97は図２の矢印Ｘの方向に回転する。回転制御に関し
ては、欠歯ギアとソレノイドという構成以外に、ステッピングモータによる回転角度制御
や、電磁クラッチなどの駆動制御手段を用いても同等の機能を実現可能である。
【００３７】
　第１離間ロッド92ａ、第２離間ロッド92ｂが中間転写ベルト12ｅの幅方向両側に配置さ
れている。この離間ロッド92ａ，92ｂは感光ドラム１と中間転写ベルト12ｅを離間・当接
させるために、複数の感光ドラム１の配列方向にスライド可能に取り付けられている。
【００３８】
　そして、離間カム94ａには離間ロッド92ａＲ，92ｂＲが接続されており、離間カム94ｂ
には離間ロッド92ａＬ，92ｂＬが接続されている。そして、離間カム94ａ，94ｂの回転に
伴って、接続された離間ロッドが各感光ドラム１の並び方向（図２破線矢印）と略同一方
向にスライドする。
【００３９】
　図３に全離間モード（第３モード）、図４に全当接モード（第１モード）、図５にモノ
カラーモード（第２モード）に相当する概略断面図を示す。
【００４０】
　本実施形態では、供給電源の瞬間停電等による異常な場合を除き、電源オフ及び装置ス
タンバイ状態は、全色に対し、感光ドラム１から転写ローラ12を退避し、中間転写ベルト
12ｅを離間させるモード、すなわち全色離間モード（第３モード）となっている。これは
、中間転写ベルト12ｅと感光ドラム１が当接した状態で長期間放置された場合は、中間転
写ベルト12ｅや転写ローラ12に関し、「クリープ」に代表される局所的な塑性変形などが
生じる場合があり、放置後の画質が低下してしまうおそれがあるからである。
【００４１】
　また、クリアランスを確保することで、プロセスカートリッジ７や転写ベルトユニット
120の交換時に、感光ドラム１と中間転写ベルト12ｅが摺擦するのを少しでも回避するた
めでもある。
【００４２】
　前述したように、第３離間ギア97はソレノイドのオン・オフにより、１/３回転制御を
実現し、これによって感光ドラム１に対する中間転写ベルト12ｅが図２→図３→図４→図
２に示す状態に変位するようになっている。すなわち、カップリング98が図２Ｘ矢印方向
に１回転するごとに、全色離間モード→フルカラーモード→モノカラーモード→全色離間
モード（即ち、最初の全色離間モード）に遷移する。
【００４３】
　上記構成について、図３乃至図５を用いて具体的に説明する。第１離間ギア95の回転に
より、第３離間ギア97及び離間カム94を介して離間ロッド92ａ，92ｂが各感光ドラム１の
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並び方向に略平行（図中矢印方向）にスライドする。これに追従するように、転写加圧バ
ネ90の軸方向に対して順方向もしくは逆方向に転写ローラ軸受91を移動させることで、転
写ローラ12が移動し、感光ドラム１と中間転写ベルト12ｅの当接、離間可能となっている
。
【００４４】
　なお、第１離間ロッド92ａは、イエロー、マゼンタ、シアンの各画像形成部の感光ドラ
ム１ａ，１ｂ，１ｃと中間転写ベルト12ｅを離間・当接させるものである。第２離間ロッ
ド92ｂは、ブラックの画像形成部の感光ドラム１ｄと中間転写ベルト12ｅを離間・当接さ
せるものである。
【００４５】
　ここで、各モードの遷移ごとに離間ロッド92ａ，92ｂの変化について説明する。全色離
間モード（第３モード）からフルカラーモード（第１モード）への遷移の時には、第１離
間ロッド92ａ及び第２離間ロッド92ｂが図３の矢印方向に移動する。これにより、図４に
示すように、全ての一次転写ローラ12が中間転写ベルト12ｅに当接し、中間転写ベルト12
ｅが感光ドラム１に当接する。
【００４６】
　次に、フルカラーモード（第１モード）からモノカラーモード（第２モード）への遷移
の時には、第１離間ロッド92ａのみが図４の矢印方向に移動する。これにより、図５に示
すように、イエロー、マゼンタ、シアンの一次転写ローラ12ａ，12ｂ，12ｃが中間転写ベ
ルト12ｅから離間し、感光ドラム１ａ，１ｂ，１ｃから中間転写ベルト12ｅが離間する。
【００４７】
　モノカラーモード（第２モード）から全色離間モード（第３モード）への遷移の時には
、第２離間ロッド92ｂのみが図５の矢印方向に移動する。これにより、図３に示すように
、ブラックの一次転写ローラ12ｄも中間転写ベルト12ｅから離間し、感光ドラム１ｄから
中間転写ベルト12ｅも離間し、全色離間モード（第３モード）に戻る。
【００４８】
　離間ロッド92と転写ローラ軸受91の関係について、図６及び図７により説明する。なお
、図６及び図７は離間ロッド92と転写ローラ軸受91の部分拡大図である。
【００４９】
　図６は、代表例としてブラック画像形成部の転写ローラ軸受91ｄＲのボス部91ｎＲが第
２離間ロッド92ｂＲのカム形状（斜面状になっている箇所）91ｋに載っているところを表
している。前述したように、第２離間ロッド92ｂがスライドすると、ボス部91ｎＲが第２
離間ロッド92ｂＲのカム形状の関係から、転写ローラ軸受91ｄＲの揺動中心91ｈＲを中心
に図６の矢印のように揺動する。この結果、図７の略上下方向に転写ローラ軸受91及び一
次転写ローラ12が移動し、中間転写ベルト12ｅとの当接、離間を実現している。なお、図
７（ａ）が離間時、図７（ｂ）が当接時を示している。
【００５０】
　次に中間転写ベルト12ｅと感光ドラム１との当接、離間を検知するための当接離間検知
手段の構成について、図８を参照して説明する。
【００５１】
　図８に示すように、転写ベルトユニット120側には当接離間検知部材506が設けられてお
り、画像形成装置本体100側には当接離間検知センサ505及び当接離間検知フラグ600が設
けられている。なお、本実施形態では当接離間検知センサ505としてフォトインタラプタ
を用いている。図８において、（ａ）はモノカラーモード（第２モード）及び全色離間モ
ード（第３モード）のときの検知状態を示し、（ｂ）はフルカラーモード（第１モード）
のときの検知状態を示している。
【００５２】
　第１離間ロッド92ａＬの一部に設けられた当接離間検知部材506は、第１モード以外の
時には、当接離間検知フラグ600を押し上げることなく、センサを遮光しない（図８（ａ
））。一方、第１モードの時には、第１離間ロッド92ａＬのスライドに伴い、当接離間検
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知フラグ600を押し上げ、センサを遮光する（図８（ｂ））。
【００５３】
　センサ自体や当接離間検知部材506の不具合を除き、第１モード時のみ当接離間検知セ
ンサ505を遮光するよう、カップリング98から離間カム94までの駆動列並びに離間ロッド9
2の動きを一義的に決めておくことで、これらの位相関係の保証を実現している。
【００５４】
　［転写ベルトユニット新品検知機構］
　次に転写ベルトユニット120が新しいものに交換されたか否かを検知する新品検知機構
について、図２及び図９乃至図12を用いて説明する。
【００５５】
　本実施形態の新品検知機構は、図２に示すように、第３離間ギア97の回転軸と同軸上に
転写ベルトユニット120が新品か否かを検知する新品検知部材502が設けられ、その近傍に
前記新品検知部材502を検知するための新品検知センサ504が設けられている。なお、本実
施形態では新品検知センサ504としてフォトインタラプタによって構成している。
【００５６】
　本実施形態では新品検知部材502が転写ベルトユニット120を装置本体に装着して最初の
モード切り替えに連動して移動した後、新品検知部材502を前記モード切り替えによる前
記ベルトユニットの遷移に連動しない非連動位置に移動させる移動手段を設けている。こ
れにより、新品検知部材502を検知することで転写ベルトユニット120が新品か否かを検知
するようにしている。
【００５７】
　図９（ａ）にユニット新品検知部材502の拡大図を示す。新品検知部材502には、円盤状
の部材に突出形成されたフラグ部509、回転中心からずれた位置に穿孔された穴部502ｃ，
502ｄが形成されている。また、新品検知部材502の側面には、回転中心と同心円状に、か
つ、回転軸方向に徐々に突出するカム形状に形成されたカム部502ａ，502ｂが形成されて
いる。
【００５８】
　前記フラグ部509はセンサ504を遮光するためのものである。穴部502ｃ，502ｄは、第３
離間ギア97の側面に設けられたボス部97ａ，97ｂ（図10）とカップリングし、新品検知部
材502を第３離間ギア97と一体的に回転させるためのものである。また、カム部502ａ，50
2ｂは、転写ベルトユニットのフレーム80と当接する。
【００５９】
　図９（ｂ）に示すように、転写ベルトユニットのフレーム80の一部に、前記カム部502
ａ，502ｂに対応する形状に形成されたカム形状部80ａ，80ｂが設けられている。
【００６０】
　図10は転写ベルトユニット120が新品の時、かつ、全離間モード時のユニット新品検知
部材502とその近傍の新品検知センサ504と中間転写ベルト当接、離間に関係する駆動列の
説明図である。また、図11は新品から旧品に切り替わる直前の新品検知部材502の状況を
示す説明図である。そして、図12は新品から旧品に切り替わった直後の新品検知部材502
の状態を示す説明図である。図10乃至図12にはそれぞれ、（ａ）の斜視図の他に、（ｂ）
に第３離間ギア97と新品検知部材502近傍の部分断面図を載せている。
【００６１】
　新品の転写ベルトユニット120を装着したとき、中間転写ベルト12ｅは全離間モードと
なっている。また、新品検知部材502の穴部502ｃ，502ｄが第３離間ギア97のボス部97ａ
，97ｂと係合し、新品検知部材502は第３離間ギア97と連動して回転可能となっている。
【００６２】
　また、このとき、図10（ｂ）に示すように、新品検知部材502のカム部502ａ，502ｂが
フレーム80の前記カム形状部80ａ，80ｂ以外の一部と当接している。これにより、圧縮バ
ネ99の付勢に抗して穴部502ｃ，502ｄが第３離間ギア97のボス部97ａ，97ｂから外れない
ようになっている。このとき、フラグ部509がセンサ504を遮光する状態となっており、新
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品検知状態になっている。
【００６３】
　上記状態から第３離間ギア97が１/３回転（120°）回転すると（図10（ａ）の矢印方向
）、フラグ部509がセンサ504を遮光しなくなるとともに全当接モードに遷移し、図11に示
すようになる。このとき、第３離間ギア97と一体的に回転する新品検知部材502のカム部5
02ａ，502ｂの凸部がフレーム80側のカム形状部80ａ，80ｂの凹部に嵌入するように係合
していく。このため、新品検知部材502は圧縮バネ99の弾性力により、図11（ｂ）の矢印
方向に移動していく。
【００６４】
　その結果、図12の状態となり、新品検知部材502の穴部502ｃ，502ｄが第３離間ギア97
のボス部97ａ，97ｂと係合が外れる。一旦、係合が外れると新品検知部材502に回転力が
伝達されなくなるために、カム部502ａ，502ｂがカム形状部80ａ，80ｂに係合したままと
なる。このため、新品検知部材502と第３離間ギア97は二度とカップリングしない非連動
位置に位置したままとなり、新品検知部材502はフレーム80内に永久に収納されたままと
なる。
【００６５】
　これにより、新品検知センサ504には二度と遮光の信号が入ることないため、転写ベル
トユニット120の新品・旧品を判断することができる。
【００６６】
　［新品検知無効化機能］
　前述したように、 画像形成装置の不具合が生じた場合に、その問題の原因が画像形成
装置本体にあるのか、または転写ベルトユニットにあるのかを切り分ける必要がある。こ
のとき、不用意に転写ベルトユニットの新品検知が行われると、それまで使用していた、
実は不具合のない転写ベルトユニット120の使用履歴が消えてしまう可能性がある。
【００６７】
　そのために、本実施形態では新品検知部材502が前記非連動位置へ移動するのを規制す
る規制手段を設け、転写ベルトユニット120に新品検知を無効化するモード（トラブルシ
ューティングモード）を設けている。次にそのための構成について説明する。
【００６８】
　図13（ａ）に示すように、転写ベルトユニットのフレーム80の一部に後述する検知防止
部材82を取り付けるための取付部となる検知防止部80ｃ及びフック部80ｄが形成されてい
る。検知防止部材82は、新品検知部材502が前述した非連動位置に移動するのを規制する
規制部材となるものであり、棒状部材の端部を直角に屈曲して形成されている。
【００６９】
　図13（ｂ）は検知防止部80ｃに検知防止部材82を取り付けた構成を示している。図14は
説明をわかり易くするために、図13（ｂ）からフレーム80を取り除いた説明図である。
【００７０】
　図13（ａ）に示すように、検知防止部80ｃは新品検知部材502と対向した位置に穿孔さ
れた取付穴であり、検知防止部材82は一方端部を前記取付穴に挿入し、フック部80ｄに係
止することで取り付けられる。
【００７１】
　前記のように検知防止部材82を取り付けた状態で新品検知動作を行うと以下のようにな
る。すなわち、前述したように、図11の状態から図12の状態へ遷移しようとするときに、
新品検知部材502が図の右側（スラスト方向）に移動しようとする。しかし、検知防止部8
0ｃに検知防止部材82が挿入されているため、新品検知部材502は検知防止部材82に当接し
てスラスト方向に移動できない。このため、新品検知部材502は第３離間ギア97と係合を
保ったままの状態を維持する。
【００７２】
　さらに、このフルカラーモード（図15の状態）からモノカラーモード（図16の状態）へ
切り替えても、その係合が保たれ、再び新品状態のまま全離間モード（ホームポジション
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）へと復帰が可能となる。これを次に説明する検知制御と合せて行うことにより、新品検
知機構を物理的に破壊することなく、無効化し、トラブルシューティングモードが実現可
能となる。
【００７３】
　なお、前記トラブルシューティングモードについては、例えば検知防止部80ｃに状態変
化検知防止部材82と同機能の部材を取り付けたまま使用すると、使用により実質的には旧
品となったものに対して新品検知状態となってしまう。
【００７４】
　上記問題に対しては、例えば、図17に示すように、剥離すると視覚的に痕跡が残る改ざ
ん防止シール（被覆部材）83を検知防止部80ｃに貼り付け、該検知防止部80ｃを被覆する
。これにより、シールが剥がされた痕跡を残すと共に、例えば、剥がした後に告示される
文字に「穴に部材挿入禁止」などと記しておくことで、事故を防ぐことができる。なお、
改ざん防止シールは公知のものを使用すればよい。
【００７５】
　［中間転写ベルト当接離間検知及び新品検知に関連する制御］
　図18は本実施形態に係るカラー画像形成装置を制御するための例示的な制御ブロック図
である。画像形成装置100の基本制御を行うＣＰＵ171は、制御プログラムが書き込まれた
ＲＯＭ174と処理を行うためのワークＲＡＭ175、入出力ポートＩ／Ｏ173がアドレスバス
、データバスにより接続されている。入出力ポートＩ／Ｏ173には、画像形成装置を構成
するモータ、クラッチ等の各種負荷（不図示）や、紙の位置を検知するセンサ等の入力（
不図示）が接続されている。
【００７６】
　ＣＰＵ171はＲＯＭ174の内容にしたがって入出力ポートＩ／Ｏ173を介して順次入出力
の制御を行い、画像形成動作を実行する。又、ＣＰＵ171には操作部172が接続されており
、操作部172の表示手段、キー入力手段を制御する。操作者はキー入力手段をとおして、
画像形成動作モードや、表示の切り替えをＣＰＵ171に指示し、ＣＰＵ171は画像形成装置
100の状態やキー入力による動作モード設定の表示を行う。
【００７７】
　ＣＰＵ171には、外部機器からの画像データ・処理データなどを送受信する外部Ｉ／Ｆ
処理部400、画像を伸張処理や一時的に蓄積処理などをする画像メモリ部300、画像メモリ
部300から転送されたライン画像データをスキャナユニット３に露光させるべく処理が行
われる画像エンジン部200が接続されている。
【００７８】
　図19は本実施形態に係る画像メモリ部300の例示的な制御ブロック図である。画像メモ
リ部300では、ＤＲＡＭ等のメモリで構成されるページメモリ301に、メモリコントローラ
部302を介して外部Ｉ／Ｆ処理部400から受け取った画像データを書き込み、画像エンジン
部200への画像読み出しなど画像の入出力のアクセスを行う。メモリコントローラ部302は
、外部Ｉ／Ｆ処理部400から受け取った外部機器からの画像データが圧縮データであるか
否かの判断を行う。そして、圧縮データであると判断された場合、圧縮データ伸張処理部
303を用いて伸張処理を行った後、メモリコントローラ部302を介してページメモリ301へ
書き込み処理がなされる。
【００７９】
　メモリコントローラ部302は、ページメモリ301のＤＲＡＭリフレッシュ信号の発生を行
い、又、画像Ｉ／Ｆ処理部400からの書き込み、画像エンジン部200への読み出しに対する
ページメモリ301へのアクセスの調停を行う。更に、ＣＰＵ171の指示に従い、ページメモ
リ301への書き込みアドレス、ページメモリ301からの読み出しアドレス、読み出し方向な
どの制御をする。
【００８０】
　図20に従って、外部Ｉ／Ｆ処理部400の構成を述べる。外部Ｉ／Ｆ処理部400では、外部
装置500から送信される画像データおよびプリントコマンドデータをＵＳＢ　Ｉ／Ｆ部401
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、セントロＩ／Ｆ部402、ネットワークＩ／Ｆ部403のいずれかを介して受信する。また、
外部Ｉ／Ｆ処理部400は、ＣＰＵ171で判断された画像形成装置の状態情報などを外部装置
500に対し送信する。
【００８１】
　ここで外部装置500は、コンピュータやワークステーションなどである。外部装置500か
らＵＳＢ　Ｉ／Ｆ部401、セントロＩ／Ｆ部402、ネットワークＩ／Ｆ部403のいずれかを
介して受信したプリントコマンドデータはＣＰＵ171にて処理される。そして、プリント
動作を画像エンジン部200や入出力ポートＩ／Ｏ173などを用いてプリント動作を実行する
設定やタイミングを生成する。外部装置500からＵＳＢ　Ｉ／Ｆ部401、セントロＩ／Ｆ部
402、ネットワークＩ／Ｆ部403のいずれかを介して受信した画像データは、プリントコマ
ンドデータに基づくタイミングに応じて画像メモリ部300に送信される。そして、画像形
成部にて画像形成されるべく、処理される。
【００８２】
　図21に本実施形態における画像形成システムの構成図を示す。転写ベルトユニット120
は、中間転写ベルト12ｅが駆動ローラ12ｆ、二次転写対向ローラ12ｇ、テンションローラ
12ｈ、一次転写ローラ12ａ，12ｂ，12ｃ，12ｄなどからなるユニットである。
【００８３】
　転写ベルトユニットの新品検知部材502は転写ベルトユニット120の端部に配置される。
ユニット新品検知センサ504は、本実施形態ではフォトインタラプタである。
【００８４】
　新品検知センサ504は、前述のように光学的センサ部の透過・遮光を検知するセンサで
ある。新品検知部材502が所定のモードでセンサ504の出力値を変化させることにより、転
写ベルトユニット120の新旧品を判断する。また、ユニット新品検知センサ504が検知した
結果は、入出力ポート173を通して、ＣＰＵ171に通知される。
【００８５】
　当接離間検知センサ505は中間転写ベルト12ｅのドラムに対する当接、離間状態を検知
する手段である。
【００８６】
　カウント手段507は転写ベルトユニット120の使用量をカウントするものである。使用量
としては、転写ベルトユニット120が新品から累積印字量（印字率を加味した印字ドット
量、いわゆるピクセルカウント量）、もしくは画像形成を行った時間（稼動時間）が挙げ
られる。カウント値はカウンタ508に記憶される。
【００８７】
　ユニット情報510は、転写ベルトユニット120の特性に合わせて画像形成を行うためのパ
ラメータ情報である。ユニット情報510は、その画像形成ユニット501が初めて画像形成装
置に投入された際に行われる初期化動作の結果に応じて決められる。本実施形態において
は、転写電圧・電流制御を行っている。この制御では中間転写ベルト12ｅや一次転写ロー
ラ12ａ，12ｂ，12ｃ，12ｄ、従動ローラ12ｇの長期使用時の抵抗変化などに応じて、所望
の転写条件となるよう、一次転写部や二次転写部の転写電圧・電流を制御している。
【００８８】
　ユニット情報510は画像形成装置内の不揮発性のＲＡＭ領域に記憶される。
【００８９】
　ユニット情報保持手段511は、転写ベルトユニット120が交換された場合に一定期間、前
に使用（装着）していたユニット情報510を記憶（退避）しておくための手段であり、ユ
ニット情報510と同様に画像形成装置内の不揮発性のＲＡＭ領域に記憶される。
【００９０】
　次に、新旧識別動作関連の検知・制御について説明する。なお、説明の複雑化を避ける
ため、新旧識別動作の説明の前に、ベースとなる本画像形成装置における転写ベルトユニ
ット120の当接離間検知のフローチャートを図22に示す。
【００９１】
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　供給電源の突然停止などにより、転写ベルトユニット120は必ずしもそのホームポジシ
ョンである全離間モードであるとは限らない。このため、電源ＯＮ後（Ｓ601）、当接離
間検知センサ505が遮光、つまり全当接モードとなるところまで、当接離間動作を繰り返
して、全離間モード、全当接モード、モノカラーモードのどの状態なのかを把握するよう
に動作する（Ｓ602～607）。その後、当接離間検知センサ505自体の故障がないかを確認
し（Ｓ608～610）、全離間モードへ復帰し、検知終了となる（Ｓ612～614）。
【００９２】
　図23に本画像形成装置における転写ベルトユニット120の新旧識別（新品検知）動作及
び新品検知を無効化するモード（トラブルシューティングモード）での識別動作のフロー
チャートを示す。
【００９３】
　ステップＳ701において、画像形成装置の電源が入れられた後、ステップＳ702でまず、
新品検知センサ504による検知を行う。新品検知センサ504が新品検知部材502に遮光され
ていない場合は、当接離間検知モードのみを実施する（Ｓ703）。
【００９４】
　ステップＳ702で新品検知センサ504が新品検知部材502に遮光されていた場合は、セン
サ故障などを除き、ユニット120は全離間モードであるので、再び全離間モードになるま
で、当接離間のモード切換を実施する。このとき、適宜センサ504の故障をスクリーニン
グしていく（Ｓ704～Ｓ711）。
【００９５】
　ステップＳ712において、新品検知センサ504が光透過となった場合は、転写ベルトユニ
ット120は新品であると判断し、カウンタ508をクリアする。その後、転写ベルトユニット
120の特性に合わせて画像形成を行うためのユニット情報510を決める初期化動作が行われ
る。初期動作が終了した時点で画像形成装置はスタンバイ状態となる（Ｓ714～Ｓ715）。
【００９６】
　一方、ステップＳ712において、新品検知センサ504が遮光となった場合は、転写ベルト
ユニット120は新品検知を無効化するモードと判断する。そして、転写ベルトユニット120
がその後、旧のまま交換されないか、あるいは極まれと予想されるものの別の古い画像形
成ユニット501に交換される場合があるため、ユニット情報510の更新は行わないで、スタ
ンバイ状態となる（Ｓ713～Ｓ715）。トラブルシューティングモードであることを操作部
172などに表示させても良い。そして、検知動作を終了する（Ｓ716）。
【００９７】
　なお、転写ベルトユニット120のカウンタ508の動作については以下のようになっている
。
【００９８】
　画像形成装置は画像形成を行う毎にカウンタ508の値を更新する。画像形成が終了した
時点でＣＰＵ171及びＲＯＭ174はカウンタ508の値が所定値以上に達しているか否かを判
断する。カウンタ値が所定枚数以上になったと判断した場合には、操作部172などに転写
ベルトユニット120が交換時期である旨の所定お表示して使用者に警告する。この警告表
示と共に、以降の画像形成動作を制限し、良好な画質を保てるように制御する。本実施形
態のように、転写ベルトユニット120が新品であると判断された場合（Ｓ714）、カウンタ
508をリセットし、再度ユニットの使用履歴を記録し始める。
【００９９】
　〔第２実施形態〕
　前述した第１実施形態では、画像形成装置100は、複数の感光ドラム１に形成したトナ
ー像を中間転写ベルト12ｅに一次転写し、そのトナー像を搬送される転写材に二次転写す
る画像形成装置に適用した例を説明した。
【０１００】
　しかし、本発明は中間転写ベルト12ｅを使用した画像形成装置に限定されるものではな
い。例えば、転写材を担持する転写材担持体としての転写材搬送ベルトを複数の像担持体
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に対して当接、離間可能に設け、この転写材搬送ベルトによって搬送される転写材Ｐにト
ナー像を順次転写して記録画像を形成する画像形成装置に対しても適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１０１】
【図１】画像形成装置の断面図である。
【図２】画像形成装置に装着される転写ベルトユニットの斜視図である。
【図３】全離間モードでの中間転写ベルトと像担持体の当接関係を示す概略断面図である
。
【図４】全当接モードでの中間転写ベルトと像担持体の当接関係を示す概略断面図である
。
【図５】モノカラーモードでの中間転写ベルトと像担持体の当接関係を示す概略断面図で
ある。
【図６】転写ローラ軸受と離間ロッドの部分拡大斜視図である。
【図７】転写ローラ軸受と離間ロッドの当接、離間時の説明図である。
【図８】中間転写ベルトの当接、離間検知機構の説明図である。
【図９】転写ベルトユニット新品検知部材とユニットフレームの一部の拡大図である。
【図１０】転写ベルトユニット新品検知機構の新品時（全色離間モード）の概略図である
。
【図１１】転写ベルトユニット新品検知機構の新品から旧品へ切り替わる直前の概略図で
ある。
【図１２】転写ベルトユニット新品検知機構の新品から旧品へ切り替わる直後の概略図で
ある。
【図１３】新品検知無効化機能を実現するための部分外観図である。
【図１４】新品検知無効化機能を実現するための内部構成説明図である。
【図１５】新品検知無効化状態での全当接モード時の中間転写ベルト当接離間駆動列を示
す部分拡大図と部分断面図である。
【図１６】新品検知無効化状態でのモノカラーモード時の中間転写ベルト当接離間駆動列
を示す部分拡大図である。
【図１７】新品検知の改ざん防止構成の説明図である。
【図１８】カラー画像形成装置を制御するための例示的な制御ブロック図である。
【図１９】画像メモリ部の例示的な制御ブロック図である。
【図２０】外部Ｉ／Ｆ処理部の構成図である。
【図２１】画像形成システムの構成図である。
【図２２】中間転写ベルト当接離間検知のフローチャート図である。
【図２３】転写ベルトユニットの新品検知のフローチャート図である。
【符号の説明】
【０１０２】
　Ｐ　　…転写材
　１　　…感光ドラム
　100　 …画像形成装置本体
　120　 …転写ベルトユニット
　172　 …操作部
　502　 …新品検知部材
　502ａ，502ｂ …カム部
　502ｃ，502ｄ …穴部
　504　 …新品検知センサ
　505　 …当接離間検知センサ
　506　 …当接離間検知部材
　507　 …カウント手段
　508　 …カウンタ
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　509　 …フラグ部
　600　 …当接離間検知フラグ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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